
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 3 月 24 日(火) 午後 3 時から 

    日南市役所 本館２階会議室 

 

 

 

平成 26年度 第 17回 

日南市教育委員会 

会議録 
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１ 会議の名称 平成 26 年度教育委員会 第 17 回会議（定例） 

 

２ 会議日時  平成 27 年 3 月 24 日(火) 

午後 3 時 00 分から午後 4 時 30 分まで 

     

３ 出欠確認 

（１） 出席委員  迫元茂保   藤田義弘   八木真紀子  

﨑村洋子   黒木康英 

 

（２） 事務局  学校教育課長 倉元保久 

学校教育課学校教育担当監 津曲文男 

学校教育課長補佐兼管理係長 和田考巨 

生涯学習スポーツ課長 早田秀穂 

生涯学習スポーツ課文化財担当監 岡本武憲 

学校教育課管理係主査 瀬田順司 

 

 

４ 場所  日南市役所 本館２階会議室 

 

５ 傍聴者  １名 

 

６ 開会 

【迫元委員長】 

「皆さん、こんにちわ。 

今日が本年度最後の教育委員会会議になります。 

本年度も計画に従って、ほぼ順調に実施できたのではないかと思います。 

傍聴についても毎回、傍聴者が何名か見えました。 

今日も来ていただいています。 

ありがとうございます。 

開かれた教育委員会ということが少しずつ浸透してきているのではないかと

思います。 

今日は、次年度に向けた基本方針や研修計画、評価等について、協議していた

だくことになります。 

よろしくお願いします。 

それでは、平成 26 年度第 17 回教育委員会定例会を開会いたします。」 
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７ 出席者及び傍聴者確認 

 

【迫元委員長】 

  「出席者及び傍聴者確認についてです。本日は、委員 5名、全員出席です。（傍聴

者１名）」 

 

【倉元課長】 

 「本日は、事務局全員出席です。」 

 

８ 活動報告 

（１） 教育委員長活動報告【迫元委員長】 

 

① 2 月 15 日、日南市生涯学習推進大会があり、出席しました。 

委員の皆様にも出席いただきました。 

午前中に生涯学習講座の演技発表と呈茶がありました。 

２１の講座の成果発表がありました。 

みなさんやや緊張ぎみながら、としても楽しそうに発表されていました。 

午後から、合同閉講式と生涯学習講演会がありました。 

本年度は、６５講座、１，１８４名の皆さんが学習され、無事修了されました。 

講演のほうは、女優の東ちづるさんが「自分らしく豊に生きる」という演題で講 

演されました。 

② 2 月 20 日、日南市教育研究所研究発表会があり、出席しました。 

今年度は、研究授業と発表に重点をおいた発表会でした。 

研究主題は「児童生徒を作り上げる授業の創造」～算数・数学・理科における、

学力向上を目指した、自ら課題を解決する授業スタイルの実践を通して～というも

のでした。 

今回の特色としては、学び合いを学力に結びつける授業の在り方の研究でした。 

特に学び合いを通して、説明を文章化する力を身につけるために説明をする文章

を３文で書くという研究でした。 

このような研究が日南市の子どもたちの学力向上につながるのではと思いました。 

③ 2 月 22 日、第６２回剣法発祥鵜戸山顕彰剣道大会の開会式に出席しました。 

  県内外から団体戦１８１チーム、女子個人戦１１５名、監督を含めて９１３名と

いう非常に大規模な大会でした。 

  当日は、雨が降った関係で会場がさくらアリーナになりました。 

④ 2 月 23 日、日南市共同募金委員会第３回審査委員会があり、出席しました。 
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内容は、平成２６年度一般募金の状況報告と歳末助け合い助成事業の報告があり 

ました。 

また、平成２６年度共同募金運動による平成２７年度助成事業の一部変更につい 

て、協議がなされました。 

⑤ 2 月 25 日、大堂津小学校で行われた、地産地消交流給食会に出席しました。 

今回は、うみっこ節を使ったサラダが出されました。 

給食を食べた後、日南市漁業協同組合女性部の方が、子どもたちに説明し、質問 

を受けられました。 

⑥ 同日、日南市教育委員会表彰式があり、出席しました。 

  今年度は、善行賞１名、奨励賞６名の計７名の中高生が表彰されました。 

  日南市においてもこのように頑張っている生徒がいることをとても頼もしく、ま

た、誇りに思いました。 

⑦ 3 月 1 日、日南市福祉まつりがあり、参観しました。 

  ふれあい健やかセンターの周辺とセンター内で様々な催しがありました。 

  多くの市民の方々が参加されておりました。 

  また、多くの方がボランティアとして、参加されていました。 

⑧ 3 月 2 日、平成２７年第１回の議会が始まりました。 

補正予算９件、当初予算１２件、条例２６件、その他１２件の計５９件の議案が 

提出されました。 

⑨ 3 月 4 日、本会議の２日目です。 

先日上程された２１件についての採決があり、可決されました。 

また、日南市重点戦略プラン関連の２議案の提案説明がありました。 

⑩ 3 月 5 日、飫肥城下町保存会の理事会があり、出席しました。 

主な内容は、平成２７年度事業計画案と会計予算案についての審議でした。 

⑪ 3 月 6 日、日南市教育論文表彰式があり、出席しました。 

本年度は、５３名の応募があり、小倉処平賞２名、優秀賞３名、優良賞６名、特 

別賞７名、学校賞１校について、表彰がありました。 

式の後、小倉処平賞を受賞した２名の発表がありました。 

⑫ 3 月 7 日、臨時教育委員会があり、出席しました。 

委員の皆様にも出席いただきました。 

⑬ 3 月 9 日、本会議の３日目です。 

重点戦略プラン関連の２議案についての討論、採決がありました。 

また、平成２７年度関連の議案と追加議案の平成２６年度補正予算について、提 

案理由等の説明がありました。 

⑭ 3 月 10 日、本会議の４日目です。 

追加議案の平成２６年度補正予算について採決がありました。 
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 また、平成２７年度分の議案について、質疑と各委員会への付託がありました。 

⑮ 3 月 12 日、コンプライアンス推進講演会があり、出席しました。 

委員の皆様にも出席いただきました。 

講師は、旭化成総務部長の真野勝文氏でした。 

旭化成で行われている、リスクマネジメントとコミュニケーションについて、具

体的な例を示しながら講演されました。 

⑯ 同日、めざせ小村寿太郎国際塾の閉塾式があり、出席しました。 

  今年は、３１名の５、６年生が修了しました。 

  修了書授与、塾生お礼の言葉、成果の発表がありました。 

⑰ 3 月 13 日、日南くろしお支援学校の卒業式に出席しました。 

小学部、中学部、高学部合計２６名の子ども達が卒業いたしました。 

温かい雰囲気の中で卒業式が行われました。 

⑱ 3 月 15 日、日南総合運動公園テニスコートのリニューアルオープン記念式典があ

り、出席しました。 

  人工芝化された素晴らしいテニスコートができあがっておりました。 

⑲ 3 月 16 日、飫肥中学校の卒業式に出席しました。 

委員の皆様もそれぞれの学校に出席いただきました。 

飫肥中学校は、４９名の卒業生でした。 

大変、態度もよく、すべての動作がきびきびしており、厳粛で感動的な式でした。 

⑳ 3 月 17 日、一般質問の第１日目です。 

  ５名の議員が質問に立たれました。 

  教育委員会関係では、教員の体罰について、いじめについて、土曜授業について、

労働法教育について、道徳の教科科について、就学援助制度の情報提供について、

介護に関する学習機会について、学校の統廃合について等質問がありました。 

○21  3 月 18 日、一般質問の第２日目です。 

  ４名の議員が質問に立たれました。 

  教育委員会関係では、城の駅について、キリシタンの遺物を活用した環境につい

て、いおし神社の池の整備について等質問がありました。 

○22  3 月 19 日、一般質問の第３日目です。 

  ３名の議員が質問に立たれました。 

  教育委員会関係では、主に、川崎市の事案に関する質問がありました。 

○23   同日、教育委員会の臨時会議が行われ、出席しました。 

内容は、酒谷中学校の閉校に関することを協議しました。 

○24   一般質問の最終日です。 

  ４名の議員が質問に立たれました。 

  教育委員会関係では、４つの学ぶ力について、スポーツ指導体制について等が主  
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 なものでした。 

  

以上、活動報告を終わります。 

 

（２） 教育長活動報告【黒木教育長】 

 

① 2 月 17 日、学校給食理事会に出席しました。 

次年度の給食費は値上げせず、据え置かれることになりました。 

② 2 月 18 日、学校改善プロジェクト会議に出席しました。 

次年度以降も続けて欲しいと校長会から要望がありました。 

次年度以降も回数を減らしながら続けていこうと思います。 

③ 2 月 20 日、積み木の記者発表を行いました。 

④ 2 月 21 日、この日から２泊３日で茨城と東京に出張に行きました。 

  茨城の出張は、教育長セミナーの参加です。 

  教育長セミナーの１日目は、まず、「今、なぜ教育再生か」というテーマで講話が

行われました。 

  次に、「新しい教育委員会に期待されること」というテーマでパネルディスカショ

ンが行われました。 

  それから、「この国の在り方と教育の在り方」とうというテーマで下村博文文部科

学大臣が講話を行いました。 

  教育長セミナーの２日目は、「各地域における教育行政の企画立案の方策について」 

 というテーマで分科会が行われました。 

  それから、「公教育の課題と官民協働の在り方」というテーマで花まる学習会の高

濱先生が講義を行いました。 

  これが教育長セミナーの内容です。 

  東京では、中野先生と積み木のテキストの行動分析関係の打ち合わせを行いまし

た。 

  最後の詰めの部分を打ち合わせしました。 

  中野先生から原稿をいただきました。 

  行動分析による、子どもの観察の視点やアドバイス、対応などについて書かれて

いました。   

  このことにより、テキストが厚みをましました。 

  非常に感謝しています。 

  今、一生懸命、中條指導主事がテキストの方を準備しているところです。 

  もう少しで、できあがると思います。 

⑤ 2 月 24 日、放課後子ども教室の運営委員会に出席しました。 
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放課後子ども教室の抱えている問題等を話し合いました。 

問題解決に向けて、教育委員会としても、生涯学習課を中心に出来る限りのこと 

はしたいと思っています。 

    放課後子ども教室と学校のかかわりについても、校長会や教頭会で話していきた 

   いと思っています。 

⑥ 2 月 26 日、行財改革推進本部会議に出席しました。 

⑦ 3 月 5 日、小中一貫校連絡会議に出席しました。 

    日南市の特色をどう出していくかということを協議しました。 

⑧ 3 月 6 日、市教育論文表彰式があり、出席しました。 

今年度から、数学、理科部門で小倉処平賞、他の研究論文の部で小村寿太郎賞を

最優秀賞という形にしました。 

⑨ 3 月 23 日、県奨学会理事会に出席しました。 

  次年度の小村寿太郎顕彰弁論大会は、日南市で行われることで決定しました。 

  宮崎の偉人として、宮崎県全体に広げる取組みができないかという質問が県議会

であったそうです。 

  次年度は、県奨学会が始まって、１００周年記念になるそうです。 

  小村寿太郎顕彰弁論大会も記念大会ということで、盛大に行いたいと話がありま

した。 

  具体的になったら、日南市あげて協力していきたいと思います。 

 

以上、活動報告を終わります。 

 

 

 

９ 前回の議事録承認 

 

作成中のため次回の定例会議で承認 

 

 

１０ 議題について 

 

  協議１ 平成２７年度の教育基本方針について 

 

（津曲担当監） 

 

（委員長） 

平成２７年度の教育基本方針のパブリックコメントの結果等につい 

て説明。 

ありがとうございました。 
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教育基本方針については、１２月と１月の計２回検討しました。 

検討後、ただいま説明のあった、パブリックコメントという形をと 

っています。 

結果的には、何も意見がなかったということは、御理解いただいた 

と考えています。 

次年度は、これでやっていくということで決定したいと思います。 

この件については、終わります。 

  

  

 

協議２ 次年度の研修計画について 

 

（委員長） 

（委員長） 

 

（委員長） 

 

次年度の研修計画について説明。 

何か、御質問、御意見は、ありませんか。 

（意見なし） 

特に意見がありませんので、この計画に従って進めていきます。 

それから、定例教育委員会の日程については、事務局の方から、次

年度の一回目の定例会議で案を出してもらいます。 

この件については、終わります。 

 

協議３ 教育に関する事務の管理及び執行の点検及び評価の見直しについて 

 

（和田補佐） 

 

（委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

（教育長） 

 

（藤田委員） 

（八木委員） 

教育に関する事務の管理及び執行の点検及び評価の見直しについて

説明。 

ただいま説明がありました。 

現在行っている評価についての反省ということで、現在行っている

評価は、計画におもむきが置かれており、実行、効果の比重が少ない

状況です。 

成果のほうを大事にしないといけないということ、それから、市で

行われている事務事業の評価との整合性をとるということ、ＰＤＣＡ

サイクルに沿って、実行性のある評価をしていきたいということを考

えてこのような形式に変えて見たいという提案です。 

非常に見やすくていいと思います。 

この形式だと計画から評価まで一目瞭然です。 

私もそう思います。 

すごくいいと思います。 
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（﨑村委員） 

（委員長） 

 

 

この形式は、いいと思います。 

全委員がこの形式で良いという意見なのでこの形式で進めていきた

いと思います。 

今までは、年度が終わって、次年度の最初の段階で評価をしていま

した。 

今までの形式は、内容も多かったので４・５・６月と３月くらいか

かっていましたが、この形式だと、市の事務事業の評価と整合性がつ

いているので、以前のように時間は、かかりません。 

２６年度分からこの形式で実施していきます。 

５月に評価の計画を入れていますので、そこでは、案ができあがっ

て、示されると思います。 

この件については、終わります。 

 

 

１１  その他 

 

(1) ４月行事予定について      

    

(2) 第１回 教育委員会会議（定例） 

   ① 日時  平成２７年４月１７日(金)、午後３時から    

   ② 場所  日南市役所・南別館２階会議室   

   

   

    

  

１２ 閉会 
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 会議録を調整し署名する。 

 

 

        平成  年  月  日 

 

 

 

    教育委員長                          

 

 

 

    教育委員長職務代理者                     

 

 

 

    教育委員                           

 

 

 

    教育委員                           

 

 

 

    教育長                            


